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当別町の姉妹都市である宮城県大崎市の岩出山で４７回目の政宗公まつりが
９月１２日に開催されました。まつりのメインイベントは勇壮な伊達武者行
列で当別町１４０年記念のパレード（１０月１０日）でも再現されました。

政宗公まつり
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平成22年第４回
当別町議会定例会

　

平
成　

年
第
４
回
当
別
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
９
日
間
の
日
程
で

22

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
は
、
定
例
会
初
日
に
１
件
の
議
員
提
案
を
可
決
、
１
件
の
陳
情
を
議
会
運
営
委
員

会
に
付
託
し
（
最
終
日
に
不
採
択
と
決
定
）、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
含
む

22

　

件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

10
　

３
日
か
ら
８
日
ま
で
は
休
会
し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
平
成　

年
度
各
会

21

計
の
決
算
を
審
査
し
、
委
員
会
の
報
告
を
も
っ
て
最
終
日
に
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
２
件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
２
日
に
４
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

９月定例会に提案された一般会計並びに４特別会計

の補正予算は歳入歳出それぞれ７２,３０８千円

を増額するもので、町議会は原案のとおり可決し

ました。

 平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222222222222222年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月補補補補補補補補補補正正正正正正正正正正予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算平成22年度９月補正予算

７２,３０８千円増額

【主な補正内容】

・衆議院議員補欠選挙費　　　　　 １０,３００千円

・障がい者自立支援給付金国庫支出 　３,５９４千円
　金返納金　

・インフルエンザ予防等の接種委託 　２,３１４千円

・後期高齢者医療広域連合納付金　 　３,８３６千円

・地域支援事業費　　　　　　　 　１５,６１５千円

など

平成２２年度９月補正の結果

補　　正　　額
会　　計　　名

補正後の予算額

２５，０２７千円
一 般

８，３２０，５１７千円

３，８９８千円
後期高齢者医療特別

１６９，２６４千円

４，４７３千円
老 人 保 健 特 別

５，３８５千円

３６，３９９千円
介 護 保 険 特 別

１，０９９，８７９千円

２，５１１千円
介護サービス事業特別

６３，３３４千円
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ここここここここここここここここここここ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななな
ここここここここここここここここここここ
とととととととととととととととととととと
がががががががががががががががががががが

こ
ん
な
こ
と
が

決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
まままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

決
ま
り
ま
し
た

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

請
願
・
陳
情

審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託
のののののののののののののののののののの
件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件

審
査
付
託
の
件

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

議
員
提
案

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
当
別
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

○
各
小
・
中
学
校
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
購
入
契

約
に
つ
い
て

○
教
職
員
校
務
用
パ
ソ
コ
ン

購
入
契
約
に
つ
い
て

○
平
成　

年
９
月
１
日
か

22

ら
同
年
９
月　

日
ま
で

30

の
間
に
お
け
る
当
別
町
長

の
給
料
の
減
額
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

○
当
別
小
学
校
校
舎
耐
震
改
修

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

○
当
別
中
学
校
校
舎
・
屋
内

体
育
館
耐
震
改
修
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て

　

定
例
会
初
日
に
議
員
提
案

１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
案
第
１
号

道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見

書　

提
出
者　

小
野　

廣
實

【
原
案
可
決
】

　

本
議
員
提
案
に
柏
樹
議
員

が
反
対
討
論
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
例
会
終
了
後
に

町
議
会
は
本
議
員
提
案
の
意

見
書
を
関
係
機
関
へ
送
付
し

ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
、
町
議
会
は

陳
情
１
件
を
議
会
運
営
委
員

会
（
小
野
廣
實
委
員
長
）
に

付
託
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
の
審

査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り

定
例
会
最
終
日
に
小
野
委
員

長
が
本
会
議
で
報
告
し
、
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
陳
情

○
当
別
町
議
会
議
員
定
数
削

減
に
関
す
る
陳
情

《
陳
情
者
》

　

渋
谷
俊
和
氏
（
太
美
町
）

新たな教育委員会委員に武岡氏
�橋嘉弘氏の任期満了に伴い、新たに武岡和廣氏
の任命に議会は同意しました。任期は平成２２年
１０月１日から４年です。

※教育委員会委員：「地方教育行
政の組織及び運営に関する法
律」により教育に関する事務
を処理するため教育委員会が
設置され、５人の委員で構成
されています。委員は町長が
議会の同意を得て任命します。
委員長は委員の中から互選さ
れ、教育長は委員長以外の委
員の中から教育委員会が任命
します。

武岡 和廣 氏
61歳

（太美町在住）

９月定例会人事

当別町140年
記 念 事 業

明治４年に当別の地を切り拓いてから１４０年を迎えることを記念して１０月
９日～１１日の３連休に当別町と姉妹都市である宮城県大崎市、愛媛県宇和島
市、スウェーデン王国レクサンドをはじめ町内外からたくさんの人が集まり、
パークゴルフ、パレードや記念式典など様々な行事が盛大に開催されました。

� �������������������������������������������



No.163 議会だより 4

起草委員会
市　川　　　正委員長
小　野　廣　實委　員
神　林　俊　一委　員
桑　内　雅　彦委　員
石　川　和　栄委　員
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議
会
は
、
平
成　

年
第
４
回
定
例
会
を
休
会
し
、
９
月
３
日
、
６
日
、
９
日
の
３
日

22

間
の
日
程
で
平
成　

年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
白
木
和
廣
委
員
長
、

21

以
下
決
算
委
員
会
）
を
設
置
し
、
平
成　

年
度
決
算
（
参
照：

左
記
決
算
表
）
を
慎
重

21

に
審
査
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
１
３
７
億
３
千
万
円

余
の
歳
出
決
算
と
３
億
９
千
万
円
の
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
支
出
の
決
算
を
原
案
の

と
お
り
認
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は
広
報
と
う
べ
つ　

月
号
を
ご
覧
願
い
ま
す
）。

11

　

な
お
、
決
算
委
員
会
の
報
告
書
は
、
下
記
の
５
人
の
委
員
で
構
成
す
る
起
草
委
員
会

（
市
川
正
委
員
長
）
が
作
成
し
ま
し
た
。

《 平成21年度当別町各会計決算表 》
決算額（円）各会計決算額（円）各会計

1,195,617,641歳 入 総 額
下水道事業
特 別 会 計 1,181,813,231歳 出 総 額

13,804,410差 引 額

96,901,779歳 入 総 額
農業集落排水
事業特別会計 94,822,951歳 出 総 額

2,078,828差 引 額

1,082,835,411歳 入 総 額
介 護 保 険
特 別 会 計 1,054,374,645歳 出 総 額

28,460,766差 引 額

62,347,140歳 入 総 額
介護サービス
事業特別会計 59,834,792歳 出 総 額

2,512,348差　引　額

416,492,383収益的収入

水道事業会計 388,720,836収益的支出

27,771,547差　引　額
※一般会計：特別会計に属さない、福祉や教育、消防など地域住民に広く行われる事業における歳入・歳出の会計のこと。

平成21年度当別町各会計
決算審査特別委員会報告書

 

　平成21年度当別町一般会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、
下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計、介
護サービス事業特別会計、後期高齢者医療特別会計並びに水道事業会計決
算について、平成22年９月３日、６日、９日の３日間に亘り慎重審査の結
果、一部意見を付して次のとおり決定したので報告します。

１　審査の結果

　(１) 認定第1号　平成２１年度当別町各会計歳入歳出決算
　(２) 認定第2号　平成２１年度当別町水道事業会計決算

　　本各案件は、原案のとおり認定すべきものと決定した。
　
　なお、議会の議決を要する700万円以上の教育用備品の購入にあたり、
議決を経ることなく本契約を締結したことについては、地方自治法及び町
条例に違反するものであり、大変、遺憾なことである。
　今後、二度とこのような事務的なミスが発生しないよう、職員の研鑽、
資質向上に努めるとともに、チェック体制の見直しを早期に図られたい。

平成22年９月９日
　議 長　竹 田　和 雄　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年度当別町各会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決算審査特別委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　白　木　和　廣
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右から桐井信征副委員長、白木和廣委
員長（中央）と中越議会事務局長（左）

9,186,521,076歳 入 総 額

一 般 会 計 
　※

8,995,568,951歳 出 総 額

190,952,125差 引 額

2,059,181,974歳 入 総 額

国民健康保険
特 別 会 計 2,160,234,109歳 出 総 額

△101,052,135差 引 額

34,221,668歳 入 総 額

老 人 保 健
特 別 会 計 29,747,101歳 出 総 額

4,474,567差 引 額

162,309,478歳 入 総 額

後期高齢者
医療特別会計 158,410,206歳 出 総 額

3,899,272差 引 額
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研修報告

平成22年度議員研修の報告
�
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� �

議会広報研修会
�

�

�

�

��������������������
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� �

【８月２０日】
広報コンサルタントの深
沢徹氏を講師に迎え「あ
りのままで分かりやすい
記事と読みやすい紙面づ
くり」をテーマに研修を
受講しました。深沢氏は
議会広報コンクールの審
査員などをされていて、

議　員　研　修
�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �

【９月２７日】
全議員で構成される森林
・林業・林産業活性化推
進当別町議会議員連盟で
は毎年、町有林などの現
地視察を行っています。
今年は上当別の「げんき
の森」と森林総合研究所
分収造林地作業道の新設
工事現場を視察しました。

【１０月２５日】
障がいのある方や高齢者
の方の状況を理解するた
め福祉疑似体験をする議
員研修会を行いました。

総務文教厚生常任委員会 町内所管事務調査
�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �

【８月２３日】
町内の旧学校施設の利活
用状況を調査するため旧
川下小学校を訪問しまし
た。現在はＮＰＯ法人当
別エコロジカルコミュニ
ティーが利用していて、
活動内容や運営方法など
の説明を受けました。
また、同日に旧中小屋中
学校にも訪問する予定で
したが、現時点で現場整
理ができていないとのこ
とから急遽中止しました。

政務調査研修
�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �

【９月１１日～１３日】
竹田議長を団長に９名の
議員が９月１１日と１２
日に姉妹都市である宮城
県大崎市を表敬訪問しま
した。市内岩出山地域で
第４７回政宗公まつりを
見学したほか、市内田尻
地域で冬水田んぼの現地
視察研修を行いました。
１３日には同県内村田町
物産交流センターで農業

議会運営委員会委員会 道内所管事務調査
�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �

【１０月１４日～１５日】
議会運営と議会改革（活
性化）をテーマに名寄市
議会と滝川市議会を訪問
しました。名寄市議会は
平成２１年４月から「議
会基本条例」を施行し、
議会機能を十分に発揮し
てその責任を果たせる議
会運営を目指すなど、議
会改革の先進地です。両
議会で議員同士の活発な
意見交換を行いました。
また、町内のダム工事建
設現場も視察しました。

産業建設常任委員会 道内・町内所管事務調査
�

�

�

�

��������������������

��������������������
� �

【８月２３日】
今金町で合併浄化槽設置
整備事業と汚泥処理施設
共同整備事業の研修を行
いました。今金町には平
成１５年から供用開始し
た浄化センターがあり、
施設内も視察しました。
【８月２５日】
町内の農作物（米、花卉
等）の生育状況を確認す
るため４箇所の圃場を視
察しました。また、太美
町の幹線配水管の敷設工
事現場も視察しました。

古民家を活用した地域活性化拠点
施設「上の家（大崎市岩出山）」

研修を受講する委員

森林総合研究所分収造林
地作業道の新設工事現場

旧川下小学校前

・観光の情報発信基地としての役割や運営方法のほか、
地産地消の農産加工品などの視察研修を行いました。

研修会では８つの町の議会広報誌を題材にクリニック
が行われ、様々なレイアウト技法や表現技術を学ぶこ
とができました。学んだことは今後の本議会だよりに
反映させ、わかりやすく読みやすい紙面づくりを目指
していきますので、これからもご高覧願います。

擬似体験（ゆとろ） 旧川下小学校内部

滝川市議会議場 今金町役場前

太美町の配水管施設工事着々と進んでいるダム工事
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問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

般 
質 
問

１
３
０
戸
を
解
体
し
、
平
成

　

か
ら　

年
度
ま
で
に
末

14

19

広
団
地
へ
の
建
て
か
え
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
時
と
現
在
と

で
は
人
口
な
ど
社
会
情
勢
や

財
政
状
況
に
大
き
な
変
化
が

あ
る
こ
と
か
ら
再
生
プ
ラ
ン

の
大
幅
な
見
直
し
を
考
え
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

問　

第
５
次
総
合
計
画
に
は

「
既
存
の
町
営
住
宅
の
整
備

に
努
め
、
老
朽
化
し
た
町
営

住
宅
は
廃
止
す
る
な
ど
を
含

め
検
討
す
る
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
や
障
が
い

を
持
つ
人
に
配
慮
し
た
公
営

住
宅
の
整
備
を
す
る
」と
あ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
公
営
住
宅
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。
さ
ら
に
、「
福
祉

と
連
携
す
る
」
と
あ
る
が
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
的
構
想
の
設

置
も
含
め
て
の
計
画
が
あ
る

の
か
。

　

高
齢
者
の
生
活
特
性
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

せ
た
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
入
し
て

い
く
こ
と
な
の
か
伺
う
。

町
長　

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
や
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
は
、

　

歳
以
上
の
方
向
け
の
住

60宅
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の

問　

平
成　

年
に
策
定
し
た

10

町
営
住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
（
以
下
、
再
生
プ
ラ
ン
）

で
は
、
ど
の
よ
う
な
整
備
を

考
え
て
い
た
の
か
。

　

当
時
の
基
本
的
な
考
え
と

建
て
か
え
団
地
、
用
途
廃
止

す
る
団
地
、
新
規
に
つ
く
る

団
地
、
現
状
を
維
持
管
理
す

る
団
地
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
計

画
し
て
い
た
の
か
伺
う
。

町
長　

再
生
プ
ラ
ン
で
は

「
ひ
ま
わ
り
」、「
末
広
」
と

「
も
み
じ
」
の
３
団
地
、
計

で
一
般
住
宅
は
対
象
外
で
あ

る
こ
と
か
ら
現
在
導
入
す
る

考
え
は
な
い
。

　

し
か
し
、
国
が
財
政
事
情

の
厳
し
い
自
治
体
に
対
し
て

公
営
住
宅
改
修
が
対
象
で
あ

る
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業

を
制
度
化
し
た
。
平
成　

年
25

度
ま
で
に
事
業
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
、
町
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
立
し
、
財
政
計

画
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

問　

町
営
団
地
は
８
つ
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
ひ
ま

わ
り
団
地
以
外
、
民
地
を
い

ま
だ
に
借
り
て
い
て
、
平
成

　

年
度
の
借
り
上
げ
料
は
、

22

約
１
、
７
７
７
万
円
を
支
払

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
再
生
プ
ラ
ン
等
で
建
て

か
え
を
す
る
用
地
は
団
地
の

規
模
等
も
あ
る
が
、
財
政
的

な
見
地
か
ら
遊
休
の
公
用
地

等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方

法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

町
の
都
合
で
「
不
要

に
な
っ
た
か
ら
す
ぐ
に
返

す
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
用
地
の
用
途
廃
止
を

行
い
、
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た

再
生
プ
ラ
ン
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
庁
舎
内
外

の
有
識
者
と
と
も
に
そ
の
策

定
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成　

年
策
定
の
再

10

生
プ
ラ
ン
は
、
一
体
何
だ
っ

た
の
か
。
委
託
業
者
に
任
せ

っ
き
り
で
、
た
だ
つ
く
れ
ば

よ
い
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
の

か
。
な
ぜ
今
ま
で
何
ら
見
直

し
も
せ
ず
、
財
政
難
を
理
由

に
先
送
り
し
て
き
た
の
か
。

　

早
急
に
有
識
者
等
を
含
め

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
財
政
的
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
実
効
性
あ
る
再
生

プ
ラ
ン
に
見
直
す
べ
き
だ
と

考
え
る
。

　

町
長
は
、
町
営
住
宅
の
再

生
整
備
に
民
間
ア
パ
ー
ト
等

の
空
き
室
の
活
用
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
の
活
用
な
ど
を
検
討
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ

れ
、
そ
の
可
能
性
は
本
当
に

あ
る
の
か
伺
う
。

町
長　

町
内
に
は
世
帯
数
よ

り
住
宅
数
が
多
く
あ
る
の
で

住
宅
事
情
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
計
画
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

合
理
的
な
住
宅
政
策
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
は
島
田
議

員
ご
発
議
の
と
お
り
だ
と
私

も
認
識
し
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

公
営
住
宅
を

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か

島
田　

裕
司　

議
員

町長

平
成　

年
度
ま
で
に

25
事
業
計
画
を
策
定
す
る

平成19年度までに建てかえる計画だった末広団地

平成８年度に建てかえられた新春日団地７号棟
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問　

有
料
化
に
伴
う
指
定
ご

み
袋
が
導
入
さ
れ
て
数
年
経

過
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

増
加
す
る
単
身
・
高
齢
者
か

ら
「　

リ
ッ
ト
ル
（
以
下
、

10

�
）
の
ご
み
袋
を
使
っ
て
い

る
が
大
き
い
の
で
そ
ん
な
に

た
ま
ら
な
い
」
、「
毎
回
少

量
で
も
生
ご
み
は
小
ま
め
に

出
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

声
を
最
近
多
く
聞
く
。
今
夏

の
よ
う
に
暑
い
日
が
続
く
と

生
ご
み
な
ど
は
衛
生
面
か
ら

も
小
さ
目
の
袋
の
必
要
性
を

感
じ
る
の
は
当
然
と
も
思
う
。

「
種
類
が
多
く
て
生
産
数
量

が
少
な
い
と
生
産
単
価
が
上

が
る
」
と
い
う
ゴ
ミ
袋
製
作

の
コ
ス
ト
面
、
効
率
性
等
か

ら
現
行
の
４
種
類
が
続
い
て

き
た
と
思
う
が
、
住
民
側
か

ら
す
る
と　

円
、　

円
と

10

20

い
え
ど
も
ご
み
の
処
理
に
お

金
を
か
け
る
こ
と
に
対
す
る

抵
抗
感
が
あ
る
。
札
幌
市
な

ど
で
も
５�
袋
を
使
っ
て
お

り
、
当
別
町
で
も
ぜ
ひ
導
入

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

平
成　

年
度
の
ご
み
袋
の

21

売
り
上
げ
は
、　
�
袋
が
全

10

体
の
約　

％
、　

�
袋
が

30

20

　

％
、　

�
袋
が　

％
、

35

30

21

　
�
袋
が　

％
と
な
っ
て

40

14

い
る
。
高
密
度
圧
縮
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
が
原
料
に
な
っ
て
い

る
ご
み
袋
の
製
作
に
は
、　
10

�
袋
１
枚
が
約
６
円
、
５�

袋
だ
と
４
円
か
ら
５
円
位
と

割
高
に
な
る
。

　

し
か
し
、
５�
袋
の
要
望

が
出
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
今
後
ど
の
程
度
必
要
な
の

か
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
よ
り
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
、
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

除
排
雪
の
充
実
を

問　

よ
り
充
実
し
た
体
制
で

臨
む
こ
と
を
期
待
し
、
本
年

度
新
た
に
対
応
す
べ
き
具
体

的
な
課
題
と
除
排
雪
の
基
準

な
ど
に
変
更
点
が
あ
る
の
か
、

伺
う
。

　

市
街
地
中
心
部
で
は
、
歩

道
を
確
保
で
き
ず
に
お
年
寄

り
や
子
ど
も
た
ち
が
車
道
を

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。具
体
的
に
は
、

当
別
駅
前
か
ら
当
別
小
学
校

に
向
か
う
道
路
、
中
通
り
、

中
央
通
り
の
交
差
点
付
近
な

ど
で
あ
る
。
例
年
、
凍
結
や

車
道
歩
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

か
つ
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ

の
対
応
を
伺
う
。

　

ま
た
、
道
路
間
の
時
間
差

に
よ
る
除
雪
で
あ
る
が
、
例

え
ば
、
都
市
計
画
街
路
を
先

に
歩
道
部
分
を
除
雪
し
た
後

に
町
道
の
除
雪
を
行
う
と
、

そ
こ
に
再
度
雪
が
た
ま
り
、

通
勤
、
通
学
の
と
き
に
邪
魔

に
な
る
。
路
面
状
況
を
把
握

し
た
道
路
・
歩
道
管
理
の
迅

速
な
対
応
も
伺
い
た
い
。

町
長　

平
成　

年
度
か
ら

19

　

の
町
内
会
に
よ
る
雪
対

26策
協
議
会
を
設

立
し
、
そ
の
協

議
会
が
生
活
道

路
の
排
雪
を
行

う
な
ど
し
て
３

年
間
経
過
し
て

い
る
が
、
特
に

混
乱
は
な
い
も

の
と
認
識
し
て

い
る
。
今
年
度

も
例
年
の
基
準

に
基
づ
き
、
全

長
約
３
０
８�

の
町
道
、　
�28

の
歩
道
、　
�36

の
幹
線
道
路
、

総
量
９
万
５
千

�
の
排
雪
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
除

雪
の
仕
方
や
時
間
差
に
よ
る

道
路
と
交
差
す
る
歩
道
の
置

き
雪
や
中
心
市
街
地
の
歩
道

の
確
保
は
充
実
さ
せ
る
べ
き

課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
通
量
の
多
い
道

路
の
交
差
点
な
ど
は
つ
る
つ

る
に
な
り
、
滑
り
や
す
い
こ

と
か
ら
焼
き
砂
を
散
布
す
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
今
年
度

も
さ
ら
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
適
切
か
つ
効
果

的
な
散
布
を
行
い
、
道
路
の

安
全
対
策
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

５�
ご
み
袋
の
導
入
を柏

樹　
　

正　

議
員

町長

町
民
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
検
討
し
た
い

町
長　

町
が
家
庭
ご
み
の
有

料
化
に
踏
み
切
っ
た
大
き
な

理
由
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し

な
い
こ
と
の
必
要
性
か
ら
で

あ
る
が
、
町
指
定
ご
み
袋
の

種
類
は
、
石
狩
管
内
の
状
況

も
確
認
し
て　
�
、　

�
、

10

20

　
�
、　
�
の
４
種
類
に
設

30

40

定
し
た
。

４
種
類
あ
る
現
行
の
ゴ
ミ
袋

車両にも歩行者にも危険なつるつる路面
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問　

当
別
町
は
今
年
で
１
４

０
年
を
迎
え
よ
う
と
、
駅
前

の
大
通
り
に
は
早
く
か
ら
の

ぼ
り
が
立
ち
、　

月　

日
の

10

10

記
念
日
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
１
４
０
年
の

歴
史
を
代
々
に
わ
た
っ
て
築

い
て
き
た
先
人
た
ち
が
眠
る

東
裏
墓
地
内
が
８
月　

日
の

24

豪
雨
で
写
真
の
よ
う
に
水
浸

し
に
な
っ
て
し
ま
う
大
変
な

状
況
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
状
況
は
あ
た
か
も
河

口
湖
に
映
る
逆
さ
富
士
の
よ

う
に
墓
石
が
連
な
っ
て
水
面

に
映
っ
て
い
て
、
全
く
い
た

だ
け
な
い
。

　

泉
亭
町
長
自
身
の
言
葉
の

中
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の

町
の
１
４
０
年
の
歴
史
を
築

い
て
き
た
の
は
殿
様
や
一
部

の
著
名
な
人
の
力
だ
け
で
は

な
い
の
だ
と
、
明
治
４
年
か

ら
そ
の
生
涯
を
こ
の
地
で
終

え
て
い
っ
た
人
た
ち
一
人
一

人
の
汗
の
結
晶
な
の
だ
と
。

　

そ
の
多
く
の
人
た
ち
が
眠

り
続
け
る
居
場
所
の
墓
地
が

一
時
で
あ
っ
た
と
し
て
も
水

浸
し
に
な
る
の
で
は
、
そ
れ

こ
そ
墓
地
に
眠
る
声
な
き
声

が
「
私
た
ち
の
居
場
所
、
余

り
に
も
ひ
ど
い
の
で
は
な
い

か
」と
言
っ
て
い
る
と
思
う
。

「
申
し
わ
け
な
い
、す
ぐ
に
対

応
し
ま
す
」
と
の
思
い
で
、

先
ず
は
排
水
対
策
、
加
え
て

使
用
通
路
網
の
改
良
、
何
カ

所
に
も
山
積
み
に
な
っ
て
い

る
ご
み
の
山
な
ど
、
総
体
的

な
墓
地
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
思
い
が
さ

め
や
ら
ぬ
う
ち
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
。

　

年
に
１
度
か
２
度
し
か
人

の
寄
ら
な
い
場
所
の
整
備
は
、

後
回
し
に
な
り
か
ね
な
い
の

で
今
回
あ
え
て
一
般
質
問
に

取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。

心
し
た
ご
答
弁
を
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

８
月
の
大
雨
に
よ
り

町
内　

カ
所
の
墓
地
の
ほ

11

と
ん
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
。

東
裏
墓
地
は
、
平
地
に
あ
る

の
で
一
部
冠
水
し
た
。

　

私
自
身
も
東
裏
墓
地
の
状

況
は
み
て
い
る
。
お
盆
前
の

８
月　

日
か
ら　

日
に
か
け

11

12

体
の
３
か
ら
５
％
ほ
ど
が
水

浸
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
状
況
で
、
最
深　
　

強

20
cm

は
あ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
発
生
原
因
は

墓
地
の
外
回
り
の
側
溝
の
排

水
機
能
が
不
備
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、
調

査
を
行
い
、
今
回
の
よ
う
な

冠
水
を
最
小
限
度
に
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
抜
本
的
対
策
を

講
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
第
５
次
総
合
計
画
で

も
墓
地
の
環
境
保
全
に
努
め

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の
で

今
後
具
体
的
な
年
次
計
画
を

立
て
、
必
要
な
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

大雨により冠水した東裏墓地

東
裏
墓
地
の
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い

小
早
川
孝
男　

議
員

町長

年
次
計
画
を
立
て

必
要
な
整
備
を
進
め
る

み
る
に
耐
え
な
い
ご
み
の
山

て
の
雨
で
駐
車
場
の
東

と
西
側
の
２
カ
所
が
冠

水
し
、
職
員
が
側
溝
の

ご
み
の
撤
去
作
業
を
行

い
、　

日
の
う
ち
に
水

12

は
引
い
た
。
次
に
お
盆

後
の
８
月　

日
か
ら　

22

24

日
に
か
け
て
の
大
雨
で

南
西
と
北
西
側
の
２
カ

所
が
大
き
く
冠
水
し
、

職
員
が
再
度
、
側
溝
な

ど
の
ご
み
を
撤
去
し
、

雨
も
止
み　

日
に
は
ほ

25

と
ん
ど
水
は
引
い
た
。

こ
の
と
き
の
冠
水
面
積

は
約
１
千
㎡
、
墓
地
全
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いっぱん質問

9

問　

現
在
、
ゆ
と
ろ
の
専
用

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
車

い
す
の
マ
ー
ク
が
路
面
に
描

か
れ
て
い
る
が
、
外
見
で
は

健
常
者
と
見
分
け
が
つ
か
な

い
内
部
障
が
い
者
の
方
か
ら

を
利
用
で
き
る
よ
う
車
い
す

マ
ー
ク
と
と
も
に
内
部
障
が

い
者
を
示
す
ハ
ー
ト
・
プ
ラ

ス
マ
ー
ク
、
ま
た
妊
産
婦
へ

の
配
慮
を
求
め
る
マ
タ
ニ
テ

ィ
ー
マ
ー
ク
な
ど
の
入
っ
た

表
示
板
を
提
示
し
、
気
兼
ね

な
く
駐
車
場
を
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
思
い
や
り
の

あ
る
行
政
推
進
に
つ
い
て
、

伺
う
。

町
長　

ゆ
と
ろ
の
来
客
者
用

駐
車
場
で
は
正
面
玄
関
近
く

に
４
箇
所
、
車
い
す
マ
ー
ク

を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
に
描
い

て
障
が
い
の
あ
る
方
が
優
先

し
て
と
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
い
る
。
優
先
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
障
が
い
の
あ

る
方
に
限
ら
ず
、
妊
娠
中
の

方
や
内
部
障
が
い
の
あ
る
方

も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
妊
娠
初
期
の
方

は
外
見
か
ら
妊
娠
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と

か
ら
母
子
健
康
手
帳
交
付
の

際
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
付
し
て
い
る
。
ま

た
、
心
臓
機
能
や
肝
機
能
、

臓
器
機
能
な
ど
の
機
能
障
が

い
を
も
つ
内
部
障
が
い
者
で

希
望
さ
れ
る
方
に
は
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
カ
ー
ド

を
配
付
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
町
で
は
、
妊
産
婦

や
内
部
障
が
い
者
に
優
し
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
マ
ー
ク
、

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を

ポ
ス
タ
ー
、
町
広
報
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　

外
見
か
ら
そ
の
よ
う
な
状

態
が
わ
か
り
づ
ら
い
方
た
ち

が
役
場
、
ゆ
と
ろ
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公

共
施
設
で
安
心
し
て
気
軽
に

駐
車
で
き
る
よ
う
に
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
妊
産
婦
や
内
部
障
が
い

者
が
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

利
用
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
よ
う
各
マ
ー
ク
を
使

用
し
た
表
示
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。

空
き
家
倒
壊
後
の

残
骸
対
策
に
つ
い
て

問　

高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど

を
背
景
に
、
空
き
家
の
軒
数

は
今
後
も
増
加
す
る
と
考
え

る
。

　

空
き
家
が
老
朽
化
し
て
い

く
と
台
風
、
豪
雪
な
ど
自
然

災
害
で
倒
壊
す
る
危
険
性
や

猛
暑
、
豪
雨
の
影
響
で
害
虫

が
発
生
す
る
な
ど
衛
生
問
題

が
発
生
し
、
近
隣
へ
の
被
害

や
犯
罪
の
温
床
に
も
な
る
。

　

そ
こ
で
、
町
は
空
き
家
の

実
地
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
所
有
者
に
空
き
家
の

適
正
な
管
理
の
義
務
を
課
し

て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
所
有

者
へ
倒
壊
後
の
残
骸
処
理
な

ど
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。
町

民
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
所

有
者
に
対
し
て
責
任
と
義
務

を
課
す
条
例
を
制
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
町
民
生
活
の

環
境
保
全
及
び
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が

最
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

廃
屋
等
で
景
観
を
阻

害
し
て
い
る
も
の
は
景
観
委

員
会
が
町
内
を
視
察
し
て
実

態
を
把
握
し
て
い
る
が
、
一

般
的
な
空
き
家
等
の
実
態
は

把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
、

移
住
希
望
者
な
ど
に
対
す
る

空
き
家
バ
ン
ク
的
な
対
応
を

含
め
、
実
態
把
握
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
廃
屋
な
ど
の
所
有

者
に
は
整
理
、
あ
る
い
は
処

分
と
い
う
要
請
を
し
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
対
応
は
も

う
限
界
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
廃
屋

等
に
は
景
観
の
み
な
ら
ず
環

境
衛
生
、
防
災
、
防
犯
の
観

点
か
ら
必
要
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
所
有
者
に
指

導
し
、
指
導
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
勧
告
、
勧
告
に
も
従

わ
な
い
場
合
に
は
期
限
を
決

め
て
命
令
で
き
る
条
例
の
制

定
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

駐
車
区
画
に
思
い
や
り
の

あ
る
表
示
板
の
設
置
を

石
川　

和
栄　

議
員

町長

わ
か
り
や
す
い

マ
ー
ク
表
示
を
設
置
す
る

様々な問題が危惧される家屋残骸

質問後にマーク表示された駐車場（ゆとろ）

「
周
り
の
目

が
気
に
な
っ

て
駐
車
し
づ

ら
い
」
と
の

声
が
あ
る
。

　

町
役
場
を

始
め
、
ゆ
と

ろ
、
公
共
施

設
に
駐
車
区

画
と
と
も
に

内
部
障
が
い

者
の
方
、
妊

産
婦
の
方
が

安
心
し
て
優

先
ス
ペ
ー
ス
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平成２２年第４回定例会

議会の傍聴には
規則があります！

　
議会の傍聴には『議会傍聴規則』があります。議場傍聴席で
の写真撮影や録音等の無断行為は規則により禁止されてい
ます。写真撮影や録音等の行為には「議長の許可」が必要で
すので予め議会事務局へお申し出ください。規則を遵守の
うえ、傍聴していただきますようご協力をお願い致します。

　

当
別
町
１
４
０
年
を
記
念
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
町
内
各
地
で
催
さ
れ
、　

月
９
日
〜　

日
に

10

11

は
市
街
地
で
の
パ
レ
ー
ド
や
記
念
式
典
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
た
。　

日
の
パ
レ
ー
ド
は
朝
か
ら
雨

10

が
降
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
ト
直

前
に
雨
が
上
が
り
、
濡
れ
る
こ
と
な
く
所
定
の
コ

ー
ス
を
行
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
る
で
天
が

祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
ま
さ
に
神

が
か
り
で
あ
っ
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、

パ
レ
ー
ド
の
沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
人
垣
が
で
き

て
い
た
。
当
別
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
国
レ
ク
サ
ン
ド
の
夏
至
祭
、
同
じ
く
宮
城
県

大
崎
市
の
政
宗
公
ま
つ
り
、
同
じ
く
愛
媛
県
宇
和

島
市
の
牛
鬼
ま
つ
り
。
パ
レ
ー
ド
で
は
地
元
の
当

別
音
頭
と
も
に
３
つ
の
お
祭
り
が
再
現
さ
れ
た
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
を
行
き
交
う
人
的
交
流

だ
け
で
は
な
く
、
経
済
交
流
や
文
化
交
流
な
ど
市

民
レ
ベ
ル
で
の
草
の
根
交
流
に
ど
ん
ど
ん
発
展
し

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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５
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６

８
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８
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８
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８
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８
・　

〜　
23

24

８
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８
・　
26
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月
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・
１
〜
９

９
・
３
〜
９

９
・
９

９
・　

〜　
11

13

９
・　
21

９
・　
27

　

月
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・　

〜　
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14

15

　

・　
10

21

　

・　
10

25

　

・　
10

27

　

・　
10

29

岡
山
県
議
会
行
政
視
察
来
町

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
議
会
行
政
視
察
来
町

産
業
建
設
常
任
委
員
会

長
野
県
伊
那
市
行
政
視
察
来
町

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
員
協
議
会

議
会
広
報
研
修
会
（
札
幌
市
）

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
道
内
所
管
事
務
調
査
（
今
金
町
）

議
会
運
営
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

島
根
県
議
会
行
政
視
察
来
町

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

)

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
（
３
日
〜
８
日
休
会 

22

平
成　

年
度
当
別
町
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
４
日
〜
５
日
、

21

)

７
日
〜
８
日
休
会 

学
園
都
市
線
電
化
促
進
特
別
委
員
会

)

政
務
調
査
研
修
（
宮
城
県
大
崎
市
、
村
田
町 

鷹
栖
町
議
会
行
政
視
察
来
町

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
推
進
当
別
町
議
会
議
員
連
盟
研
修
会

議
員
協
議
会

当
別
町
１
４
０
年
記
念
事
業
（
姉
妹
都
市
の
大
崎
市
議
会
と
宇
和
島

市
議
会
来
町
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務
調
査
（
名
寄
市
、
滝
川
市
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

当
別
町
議
会
議
員
会
研
修
会

千
葉
県
市
原
市
議
会
行
政
視
察
来
町

岐
阜
県
美
濃
市
議
会
行
政
視
察
来
町

議議
会会
のの
うう
ごご
きき

（（
平平
成成

年年
８８
月月
〜〜
平平
成成

年年

月月
））
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